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地
下
に
貯
水
槽

地
上
で
は
わ
き
水

関
原
に
防
災
と
う
る
お
い
の
路
地

関
原
の
路
地
に
「
わ
き
水
」
が

出
現
、
そ
の
横
に
は
昔
懷
し
い
手

押
し
ポ
ン
プ
も
備
え
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。周
り
に
は
緑
が
植
え
ら
れ
、

ご
近
所
付
き
合
い
に
ふ
さ
わ
し
い

場
。
文
字
ど
お
り
井
戸
燮

蝨

が

始
ま
り
そ
う
で
す
。

こ
の
わ
き
水
は
関
原
地
区
の
防

災
生
活
圏
モ
デ
ル
禀
案
の
う
ち
の

防
災
路
地
緑
化
整
備
(
関
原
2
-
4
8
)

で
つ
く
っ
た
も
の
。
お
よ
そ
2

に
四
方
の
池
に
な
っ
て
お
り
、

地
下
に
貯
水
槽
が
あ
り
ま
す
。
区

と
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と

に
着
手
さ
れ
、
こ
の
た
び
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
防
災
路
地
緑
化
事
業
の
内

容
は
、
延
長
約
川
乱
の
路
地
の
地

下
に
雨
水
の
貯
水
槽
5

基
を
埋

め
、消
火
用
水
や
水
遊
び
に
利
用
。

路
地
沿
い
を
生
垣
に
し

。
う
る
お

い
の
あ
る
路
地
景
観
に
も
配
慮
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貯
水
槽
は
計
1
0リ
の
雨
水
を
蓄

え
ま
す
。
雨
水
は
5
つ
の
貯
水
槽

を
循
環
。
よ
ど
む
こ
と
が
な
く
、

わ
き
水
と
な
っ
て
空
気
と
ふ
れ
る

の
で
、水
質
は
い
つ
も
き
れ
い
に
。

ま
た
、
普
段
は
周
辺
の
水
ま
き

に
使
え
ま
す
が
。
雨
一

が
少
な
く

貯
水
量
が
一
定
水
位
以
下
に
な
る

と
、
わ
き
水
が
出
な
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
火
の
元
注
意
を
呼
び

か
け
ま
す
。

路
地
沿
い
に
住
む
堀
内
長
吉
さ

ん
は
「
杢
男
住
宅
密
集
地
で
は

火
災
が
一
番
心
配
で
す
。
路
地
の
I

軒
か
ら
火
が
出
る
と
逃
げ
る
の

も
大
変
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、小

さ
く
て
も
防
火
用
水
が
あ
る
の
は

い
い
で
す
ね
。
緑
が
植
え
ら
れ
る

の
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

関
原
地
区
の
防
災
生
活
圏
モ
デ

ル
事
業
も
5
年
目
を
迎
え
、4
カ

所
を
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
活
動
拠
点
と

し
て
さ
ら
に
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

防
災
用
水
だ
が
、
普
段
は
水
遊
び
の
場
に

地
下
は
雨
水
が

循
環
し
て
い
ま
す

学
び
あ
う

ま
ち
足
立

第21期区民大学公開講座
「ストップ・ザ環境破壊

―美しい地球を求めて」

講

師

北
野
大
さん

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の

北
野
大
氏
(
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん

の
お
に
い
さ
ん
)
が
、
幅
広
い
知

識
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
口

で
、
地
球
の
環
境
問
題
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
5
月
2
9
日
(
月
)
。午
後
6
　

時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

鳩
所

動
労
榻
祉
会
館
(
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
。
無
料
)

講
師
O
E
C
D

環
境
委
員
北
野

大
氏

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定
員
1
2
0
人
(
抽
選
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
職
業
、
電
話
番
号
、「
公
開

講
座
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
2
2日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

太
庁
舎
・
文

化
振
興
係
(
〒
圃
千
住
―
-
4

―
1
8
　
8
8
2
-
―
―
―
㈹
)

婦人大学6期生募集
社
会
状
況
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
現
在
、
女
性
の
力
は
あ
ら

ゆ
る
場
で
期
待
さ
れ
、
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

区
で
は
婦
人
問
題
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
自
主
的
に
活
助
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
、
婦
人
大
学
を

開
講
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

別
表
の
と
お
り
　

(
宿
泊
を
含
む
全
2
3回
)

会
場

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

定
員
6
0

人
(
抽
選
)

費
用

宿
泊
費
5
千
円
程
度
、
書

蕀
代
実
費

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
理
由
、「
婦
人
大

学
参
加
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
2
2日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
婦
人
総
合
セ
　

ン
タ
～
(
〒
1
2
3
梅
田
7
-
3
3
1
　

1

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
　

巍
5
2
2
2
)

第6 期婦人大学日程表

※ 午後6時30分～8時30分( 宿泊研修を除く) 。

図
書
館
の

臨
時
休
館

区
立
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点

検
、所
在
不
明
本
の
調
査
、除

籍
等
の
特
別
整
理
を
行
う
た
め

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま

す
。

▽
竹
の
塚
・
興
本
・
鹿
浜
・
新

田
図
書
館
・
:
5
月
3
0
日
～
6
　

月
8
日

▽
保
塚
・
伊
興
・
宮
城
図
書
館

・
:
6
月
9
日
～
6
月
1
8日

▽
佐
野
図
書
館
・
:
6
月
1
7
日

～
6
月
3
0日

▽
花
畑
・
や
よ
い
・
舎
人
・
江

北
図
書
館
・
:
6
月
2
1日
～
6
　

月
3
0日

な
お
、
中
央
・
千
住
・
常
東
・

東
和
図
書
館
に
つ
い
て
も
休
館

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
決

ま
り
次
第
「
あ
だ
ち
広
報
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

4
0
4
6
4
6

区
役
所
は

第
2
・
第
4
土
曜
日
が

休
み
で
す
5 月は13・27日

4
月
か
ら
第
2
・
第
4
土
曜

日
は
、
区
の
事
務
(
戸
籍
、
住

民
票
、
印
鑑
登
録
、
税
務
、
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
等
)

が
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
、
図

誉
館
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
原
則
と
し
て
今
ま
で
ど
お
り

開
き
ま
す
。
ま
た
、
埋
火
葬
許

可
証
の
発
行
、
死
亡
届
、
婚
姻

届
等
は
、
従
来
ど
お
り
行
い
ま

す
。

□
土
曜
日
に
開
庁
す
る
施
般
　

▽
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
　

▽
宇
童
保
育
室
、
保
育
園
　

▽
区
民
(
福
祉
)
セ
ン
タ
ー

▽
児
童
館
、
老
人
館
、
老
人

会
館

▽
郷
土
博
物
館

▽

図
書
館
、
社
会
教
育
館
等
の

文
化
施
設

▽
区
民
保
養
所

▽
排
水
場

▽
庁
舎
宿
直
巡

視
等

問
合
せ
先

太
庁
舎
・
企
画
課

8
8
2
-
1
1
1㈹

千
住
庁
舎
は
閉
庁
時
に

地
下
駐
車
場
を
開
放

し
て
い
ま
す

利
用
日
時

毎
月
第
2
・
第
4
　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
・
祭

日
の
午
前
9
時
～
午
後
1
0時

(
そ
の
ほ
か
の
土
曜
日
は
午

後
1
時
八

…一
時
)

収
容
台
数
3
8

台
(
大
型
車
を

除
く
)

料
金

―
回
2
時
間
4
0
0円(
3
0
　

分
増
す
ご
と
に
1
0
0円
追
加
)

間
合
せ
先

劒
ま
ち
づ
く
り
公

せ
　
m
a
g
w
l
l

都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者

説
明
会

惠
示
都
讓
会
議
員
の
任
期
が
7

月
2
2日
に
満
了
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
都
泰

之
議
員
選
挙
が
7

月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ぼ
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
都

謙
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
に
対
し
、
事
前
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

こ
の
と
き
に
、立
候
補
届
出

に
必
要
な
各
種
書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
2
3日
(
火
)
、
午
後

1
時

場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
7
階

会
譲
室

参
加
人
員
1

立
候
補
予
定
者

に
つ
き
2
人
ま
で

問
合
せ
先

区
選
挙
管
理
委
員

会
　

匹・
・
―
・
㈹
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募
集

大
自
然
に
ア
タ
ッ
ク

1
1日
間
の
冒
険
生
活

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

の
畚
笳

名
を
募
集
し
ま
す
。
長

期
間
の
自
然
体
験
を
通
し
て

、

心
身
共
に
健
や
か
な
少
年
の
育

成
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す

。

ご
希
望
の
方
は
往
復
(
ガ
キ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
7

月
3
0日
～
8
月
9

日
J

‰

祟

利
謚

水
上
″

武
尊
自
然
休
贅
林
(
予
定
)

参
加
資
格

▽
区
内
在
住
の
中

学
生
以
F
で
、
区
実
施
の
ノ

予
一
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

B
・
C
コ
ー
ス
受
講
者
ま
た

は
修
了
名

▽
区
内
在
住
の

高
校
生

※
す
で
に
参
加
し
た
方
は
除
き

ま
す
。

募
集
人
員
5
0

人

費
用
1

万
8
千
円

申
込
み
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所

、
氏
名
、
学
年

、
研
修

会
受
講
年
を
明
肥
{
高
校
生

は
住
所
。
氏
名

、
宇
年
の
み
}

申
込
期
限
6

月
1
5日

申
込
・
M
合
せ
先

本
庁
舎
・

少
年
育
成
係
(
〒
圃
千
住
-
　
1
4
1
1
8

琵
1
1
1
1
　

㈹
)

自 然の 中 での び の び と 生 活

初
夏
の
施
設
見
学
会

日
時
6

月
7
日
剛

、1
3日
㈹
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
　
～

午
後
4
時
ご
ろ

見

竿
施
詮

し
ょ
う

ぶ
沼
公

箘

、
郷
土
博
物
館

、
花
畑
記

念
庭
園
ほ
か

対
象
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
定
員

各
日
と
も
3
0人
(
応
募

多
敵
の
燮

―

抽
選
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住
　

所
、氏
名
、年
船
、電
話
番
　

号
、見
学
希
望
日
お
よ
び
『施
　

設
見
ヱ
罵
?
と
明
記
(
往
　

復
(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1
　

人
)

申
込
期
限
5

月
加
日
消
印
有

効
申
込
・
間
合
甘
先
本
庁
舎
・
　

広
聰
係
{
〒
圀
千
住
―
-
4
　
-

1
8

酋
眤
1
1
1
1

㈹
}

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
2
1期
生
団
員
募
集

創
立
2
0周
年
を
迎
え
た
溯
江

少
年
少
女
合
唱
団
が

。6
月
か

ら
区
教
育
委
員
会
支
援

の
も

と
、
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱

団
と
改
称
し
、
新
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
賢
格

▽
ジ
ご

ア
タ
ラ

ス
:
小

学
2
～
4
年
生
男
女

Y
と

ア
ク
ラ
ス
ー
:小
学

r
a・
6
年
生
男
女
、
中
学
1
　

年
生
女
子

面
接
日
・
崎
所
5

月
2
1
日

官
)
、
午
前
川
時
か
ら
。
渕

江
小
学
校
音
桑
室

指
導
者

藁
師
神
武
夫

賢
用
(
月
額
)

▽
シ
ニ

ア

ク
ラ
ス
:
一
千
円

▽
シ
ニ
ア

ク
ラ
ス
ー・『
2
千
聊
円

▽
そ

の
ほ
か
制
服
代

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
面
接
日
に
保
護
者

同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
本
庁
舎
・
文
化

振
興
係
、
区
内
小
・
中
学
校

ま
た
は
事
務
筒
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

事
務
局
・
薬
師
神

中
央
本
町
4
1
1
6
1
2
1

弸

・
l
眤
3
2
3
2
(

夜
間
)

「
夜
間
部
」の

生
徒
募
集
足
立
区
立
第
四
中
学
校

足
立
区
内
の
在
住
者
や
都
内

在
動
者
で
、
小
・
中
学
校
の
教

竒
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
々

に
対
し
て
、
中
学
校
教
育
を
受

け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
に
、
足
立
区
立
第
四
中
学
校

で
は
、
夜
間
学
級
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

▽
授
業
は
午
後
5
時
3
0分
ち
9

時
。
給
食
あ
り

▽
卒
業
の
資
格
は
昼
間
の
巾
幸

佼
修
了
と
同
じ
で
す

申
込
・
間
合
せ
先

足
立
区
立

第
四
中
学
校
夜
川
部
{
'
‘卻

1
4
6
6
}

ま
た
は
本
庁

舎
ふ

夲
第
1
係
(
・
i
眤
I
　
I
I
I

㈹
)

福
祉

老人福祉手当の
支給要件
期間 短 縮

4
月
1
囗
か
ら
老
人
福
祉
手

卜
い

一
祐

腿
俘
M
M

ぺ
j

月
以
上
寝
た
き
り
か
ら
3
ヵ
月

以
上
寝
た
き
り
に
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
6
5

歳
以
上
で
3
ヵ
月
以

上
寝
た
4
黔
の
方
。
ま
た
は

老
化
性
痴
呆
に
よ
り
常
時
介

助
を
必
要
と
し
。
現
在
、
在

宅
も
し
く
は
入
院
し
て
い
る

方
申
謫
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
恨
(
郵
便
局

を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

(
賤
れ
叨
q
A
a
o

哺
燧

◇

◇

次
の
よ
う
な
燮

こ

は
必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
般
入
所
、
死
亡
、
転
出
等

で
受
給
賢
格
が
な
く
な
っ
た

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
号
、
住
所
等
届
出
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
易
障
害
者
草
画
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
請
・
間
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
裲
祉
係

一一
眤
1
1
1
1

㈹

老
人
無
料

入
浴
券
の
支
給

平
成
元
年
4
月
1
日
現
在
、
7
0

歳
以
上

天

正
8
年
4
月
2
H

以
前
の
出
生
)
の
方
に
、
老

八
八

冷
j
j

ぽ
浅
弌
　

「
老
人
入
浴
券
交
付
申
聊
書
」

を
5
月
2
0日
ご
ろ
に
、
郵
送
し

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
こ
れ

に
記
入
の
う
え
、
申
請
期
限
ま

で
に
″
逞

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
老
人
躙
祉
手
当
受

給
者
は
除
き
ま
す
。

戈
4
4
ほ
O

收

ほ

内
浴
4
　

樊

屁

通
入
浴
券
)

申
請
期
限
6

月
1
0日

閊
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福

祉
係
S

眤
1
1
1
1

㈹

ス
ポ
ー
ツ

健康体操
講習会

健
康
体
操
は
だ
れ
に
で
も
子

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
1

。

余
し
み
な
が
ら

、
健
康
・
体
力

づ
く
り
の
実
技
指
碑
方
法
を
幸

び
ま
す
。

日
時
6
月
5
・
8
・
1
2
・
1
5
　

日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
　

3
0分

崎
所

中
央
本
町
体
育
館
(
無

料
)

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在

住
・
在
動
者
で
、
地
域
の
拓

導
的
立
場
に
あ
る
方
お
よ
び

指
導
者
を
目
指
す
方

定
員
5
0

人

疝
選
)

申
入
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、氏
名

、年

齢

、電
話

番

号

、職
業

、
「
健
康
体
操
」
と

明
記

申
込
期
限
5

月
2
9囗
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

体
育
課
(
〒
圃
千
佳
1
1
4
　
1
1
8

四
脱
1
1
1
1

㈹
)

体験してみませんか
グラウンドゴルフ教室

だ
れ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
今
ま
で

。
ス
ポ
ー
ツ
を

あ
ま
り
し
た
こ
と
の
な
い
方
で

も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
6
月
3
日
(
土
)
:
'
　

午
後
2
時～
4
時
▽
6
月
　

4
日
(
日
了
午
前
9
時～
1
1
　

時
(
2

日
間
)

場
所

千
寿
小
学
佼
(
無
料
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

定

員
7
0

人
(

抽

選
)

内

容

競
技

説
明

と
実

技
指

導

申

込
方

法

往
榎
(

ガ

キ

に
住

所
、

氏
名

、
年

齢
、

竃
話

番

号
、「

グ
ラ

ウ
ン

ド

ーゴ

ル
フ

」

と
明

記

申

込
期

限
5

月

跖
日

必
一

申

込
・

問
合

せ
先

本

斤
舎

・

体
育

課
(

〒
S

千

住
1
1
4
　
1
1
8

・
i

眤
1
1
1
1

㈹
)

講
座

第
1
回
消
費
者
講
座

消
費
者
と
く
ら
し

消
費
税
碑
入
以
後

、
消
賢
名

セ
ン
タ
ー
に
も

、
商
品
の
便
乗

値
上
げ
等
の
問
い
合
わ
せ
が
多

数
あ
り
ま
し
た

。
消
賢
税
に
よ

夂

蔆

私
た
ち
の
く
ら
し
は

、

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か

。

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

「
消
費

税
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
著
者
を

お
呼
び
し
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
な
た
も

「
脾
一
税
」

を
と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か

。

日
時
5

月
2
9日
(
弖

、
午
後

6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所

エ
ル

ーソ
フ

″
ア
第
1
　

研
修
室
(
3
階
)

講
師

北
野
弘
久
氏
(
日
大
法

学
部
教
授

、
弁
護
士
)

定
員
7
0

人

旡

箭
瑣
)

費
用

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
実

賢
負
担
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

消
賢
者
セ

ン
タ
ー
S

鵺
5
3
8
5

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

日
時
6
月
7
日
～
2
0
日
　

(
土
・
日
を
除
く
1
0
口
間
)
　

▽
午
前
コ
ー
ス
午
前
1
0
時
　
～

正
午

▽
午
後
コ
ー
ス
午
後
1
時
　
～

3
時

場
所

職
業
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ

ー
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象

区
内

在
住
の
初
心
者

菽

鞦
を
希
望

し
て
い
る

方
)

定
S

各
コ
ー
ス
1
0人
(
抽
選
)

賢
用

無
料
(
教
材
賢
実
W
負

担
千
沺
円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
ラ

リ
ガ
枩

、
年

齢

、
電
話
番
号
、
希
望
の
コ

ー
ス
、「
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
希

望
」
と
明
記
T

人
1
枚
、

必
ず
本
人
に
限
り
ま
す
y

申
込
期
限
5

月
2
2日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先
職
業
サ
ー
　

ピ
ス
セ
ン
タ
?
(
〒
闊
綾
瀬
　

1
1
3
4
1
7
1
鬯

魯
辧
3
　
5
8
1

手
芸
教
室

日
吟
5
月
2
5
口
㈲
、午
後
1
　

時
～
4
時
3
0
分

場
所

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女

性
内
容

ち
ぎ
り
絵

定
員
3
0
人

筅

番
順
)

費
用

材
料
一

印
円
(
5
月
2
0
　

日
ま
で
に
窓
口
支
払
い
)

申
込
方
法
5

月
1
6日
か
ら
直

接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
区
民

セ
ン
タ
-
6
1
7

相
談

教

育

相
談

登
校
を
嫌
が
る
、
落
ち
釁
き

が
な
い
、
言
葉
が
遅
い
な
ど
、

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
相
談
員
が
解
決
に
あ
た
り

ま
す

。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

り
ま
す
。

・

面
接
相
談

瓮
付
日
時
祝
日
、第
2
・
4
　

土
曜
日
を
除
く
毎
迦
月
y
土
　

曜
日

、
乍
前
9
時
～
午
後
5
　

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

室
　

卵
9
5
3
1

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

錬
瀬
分
亨

・
S
鏘
3
5
8
　
　
8
(

峨
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)
S

一

話
相
談

妥
付
日
時
祝
日
を
除
く
毎
週
　

月
y
金
曜
日
、午
前
9
時
　
～

午
後
5
時

相
談
・
受
付
先

教
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
談
室

四
捌
7
8
　
6
7
(
(
(

ヨ
、
ナ
ヤ
ム
ナ
)

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

乳
幼
児
の
健
全
な
育
成
の
た

め
次
の
保
育
園
で
乳
幼
児
健
全
。

冐
叭
り
n
こ
G
L
一
-
い
に

す
。経

験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
眇
く
だ
さ

い
。
相
談
の
秘
富
は
厳
守
し
ま

す
。

実
施
保
育
園
・
相
岐
日

▽
興

野
保
育
園
{
西
新
井
本
町
4
　
1
1
9
1
2
3
s
s
3
2
0

0
)・・・
毎
週
月
土

曜
日

▽

観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
　
2
9
'
h
n
M
a
H
6

犯
　

・
・・
毎
週
水
・
金
曜
口

▽
新

田
保
育
園
(
新
田
2
F
I
-
　
1
0

四
則
6
4
6
6
T

・
毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係
a

呎
1
1
1
1

㈹

障害者
就職

相談会

障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
事

業
主
の
方
と
の
面
接
方
式
で
、

就
職
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
5
月
2
3
日
(
火
)
、
午
後
　

1
時
3
0
分～
4
時
(
午
後
1
　

時
受
付
)

場
所
動
労
襌
阯
‘
茲
第
1
ホ
　

ー
ル
(
鮫
瀬
グ
ル
ミ
エ
内
)

持
帝
す
る
も
の
身
体
障
害
者
　

手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、履
　

窄
s

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
・
障
客
者
コ
ー
ナ
ー
　
a

唹
1
2
8
7

国民年金

出張相談

K
‘
は
、り
月
恃
J
じ
ご

近
所
に
う
か
が
い
年
金
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。当
日
は
、足

立
襲
涎
`
険
事
務
所
か
ら
専
門

官
な
参
加
し
ま
す
。

日
時
5
月
2
2
-
2
3
日
、午
前
　

9
時
～
午
後
4
蒔

場
所

酉
新
井
区
民
事
務
所

聞
合
せ
先

中
央
本
町
庁
含

。

惟
進
係
e

跏
5
1
5
1

保
健
・
衛
生

精
神
保
健
講
演
会

「
老
人
痴
呆
と
看
護
」

医
癖
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、

人
生
8
0年
の
時
代
と
な
り
ま
し

た
。し

か
し

、
年
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
体
の
衰
え
と
共
に
、

物
忘
れ
や
柔
軟
性
の
欠
除
な
ど

精
神
活
助
の
う
え
で
問
題
も
生

じ
て
き
ま
す
。
老
人
痴
呆
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

、
予

防
で
き
る
も
の
な
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
共
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

日

時
・
一

師

▽
5

月
2
4
日

(
水
T

・
中
部
総
龠
喟
神
保

健
セ
ン
タ
ー
医
師
高
欄
正
雄

氏
(
痴
呆
に
つ
い
て
)

▽

5
月
3
1
日
(
水
)
=
・
飯
田
檎

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
痴
呆
老

人
相
談
相
談
員
笹
森
貞
子
氏

(
肴
護
に
つ
い
て
)
、時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
2

時
3
0
分

～
4
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象

区
内
在
住
の
方

定
襾

各
5
0人

申
込
方
法

電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
陝
所

四
劒
5
3
5
1

献
血
日
程
の
変
更

▽
北
千
住
駅
西
凵
・
=
5月
2
5日

禾
}
1
5

月
1
8日
(
木
)

みんなの健康
足 立 所 き・855- 4151干

僅
蠶 丿

所0888- 4277
江 北 保 謫 所 四896- 4004　
和 保l j l 談 所 魯606- 4171黝
本 弯 相 談 所4*880- 5351

く
ら
し

の
情

報

生
活環境

特
殊
建
築
物

の
定
期
報
告

不
特
定
多
奴
の
人
々
が
利
用

し
て
い
る
建
築
物
は
、
そ
の
老

朽
化
お
よ
び
構
造
設
備

、
遊
離

施
般
な
ど
の
不
備
、
欠
陥
な
ど

維
持
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
場

合
に
は

、
大
き
な
災
害
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

煙
築
物
の
中
で
も
劇
場
、
ホ

テ
ル
、
旅
館

、
マ
ー
ケ
ッ
ト

、

病
院

、
学
校
な
ど
の
多
数
の

人
々
が
利
用
す
る
も
の
{
こ
の

よ
う
な
建
築
物
を
「
特
殊
建
築

物
」と
い
い
ま
す
。)は

、
欠
陥

が
あ
る
と
火
災
や
地
震
な
ど
が

発
生
し
た
塰

昊

き
な
災
害
に

つ
な
が
り
ま
す

。

そ
の
よ
う
な
事
故
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
、利
用
者
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
は
。建
築
物

の
所
有
气
管
理
者
の
誌
`
的

責
任
で
す

。

そ
こ
で

。
建
築
基
準
法
で
は

特
殊
建
築
物
に
つ
い
て
、
そ
の

所
有
者
、
管
理
者
が
安
全
を
穂

保
す
る
う
え
で
重
要
な
点
を
中

心
に
し
て

、
専
門
技
術
者

宥

資
格
者
)
に
定
期
的
に
調
査
・

検
査
さ
せ

。
そ
の
幃
果
を
報
告

す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す

。

平
成
元
年
厦
は
下
の
喪
に
該

当
す
る
特
殊
建
築
物
が
対
象
で

す
。な

お
、
報
告
齊
等
は
業
務
委

託
を
し
て
い
る
東
京
建
築
防
災

セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
朋
査
、

検
査
を
依
頼
す
る
瞬
の
専
門
技

術
者
に
つ
い
て
も
、
東
京
建
築

防
災
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

報
告
s
移
提
出
・
専
門
技
術
書

等
問
合
せ
先

財
団
法
人
東
京

建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
0
8
　

鰹
区
高
輪
f
1
5
1
1
9

高

輪
明
光
ビ
ル
5
階

き
砌
0
　
8
8
8

㈹
)

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
螻
築
課

事
務
調
螯
係

s
鮫
1
1
1
1
㈹

用
途

地

域
・

地
区

等
の

見
直

し

に
伴

う

建

築
確

認
申

請
の

取

扱
い

用
途
地
城
・
地
区
等
の
見
直

し
に
伴
う
縷
渠
確
昭
申
請
に
つ

い
て
は
。
次
の
と
お
り
取
り
扱

い
ま
す
。

①
5
月
1
9日
か
ら
縷
築
の
事
前

相
駁
を
開
始
し
ま
す

②
8
月
下
旬
の
東
京
都
都
市
計

両
地
方
響
瞋
会
で
決
定
さ
れ

た
翌
日
か
ら
健
築
確
認
申
爾

の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
審

査
を
行
い
ま
す

③
1
0月
下
愬
}
ろ
告
示
、
施
行

さ
れ
た
後
、
建
築
確
認
処
分

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

た
だ
し
、
日
影
条
例
に
該
当

す
る
建
築
物
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
9
月
の
東
京
都
樊

芬

決

定
し
、
施
行
さ
れ
た
後
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先

太
庁
舎
・
偉
築
譁

瑟
1
1
1
1

㈹

縦
覧
し
ま
す

用
途
地
域
・
地
区

一
斉
見
直
し
の

都
市
計
画
変
更
案

都
と
区
で
は
。
こ
の
た
び
用

途
垉
城
・
地
区
一
斉
見
直
し
の

都
市
計
画
変
更
案
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
変
更
案
を
縦
覧
し

ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
関
係
が
あ
る

方
は
。
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事

に
対
し
、
意
見
一

を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
5

月
1
9日
～
6
月

縦
覧
鳩
所

都
・
都
市
計
画
局

総
務
部
相
鮫
情
報
課
ま
た
は

区
・
本
庁
舎
・
都
市
計
画
課

意
見

書
の
提
出
、
間

合
せ
先

都
・
都
市
計
画
局
糘
域
訃
面

部
都
市
升
画
諌
(
・
1
2
1
2
5
1
　
1
1

㈹
)
ま
た
は
区
・
本
庁

舎
・
都
市
計
画
課
(
a

貘
1
　
1
1
1

㈹
)

平成元年度定期報告対象建築物

注I F ≧3 は 、3 ● 以上 の陥 でそ の 用途に 哄7 る 部分( I W を 超え るも のに 嶝る 。)を 恟 覃るも の を、
A は その 用 途Iこ供7 る田 分のS 椣 のき 計を そn ぞn 示9 。

お
し
らせ

入

谷
町

お
よ

び

舎
人
町

の

各
一

部
地

域

の

住
居

表

示

5
月
1
5日
か
ら
、
入
谷
町
お

よ
び
舎
人
町
の
各
一
郡
均
域
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
住
居
表

示
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一

新
し
く
で

き
た
町
名

入
谷
五
丁
目

・

住
農
表
示
変
更
証
明
S

住
民
表
示
の
実
施
さ
れ
た
地

域
内
で
、
登
記
や
自
助
車
の
検

査
等
に
「
住
居
表
示
弯
更
証
明
」

が
必
要
な
方
に
、
5
月
1
5日
か

ら
住
居
衣
示
係
ま
た
は
各
区
民

事
務
所
で
無
料
で
発
行
し
ま

す
。

・

家
屋
等
を
新
築
さ
れ
た
方
は

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
。
転
入

等
の
手
娩
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
。
建
築
確
認
書
一

式
と
、
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

四
鵺
5
0
3
1

住
居

表
示

実
態

調
査

と

表
示

板
の

取

り
替

え

区
で
は
。
住
居
表
示
に
閧
す

る
実
態
調
査
と
、
そ
れ
に
伴
っ
'

て
各
繻
初
に
取
り
付
け
て
あ
る

町
名
街
区
表
示
板
や
住
居
番
号

衷
示
板
{
住
所
を
衣
す
禄
色
の

プ
レ
ー
ト
}
の
古
く
な
っ
た
も

の
や
破
損
し
た
も
の
の
取
り
替

え
作
業
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

調
査
期
間
5
月
中
旬
～
8
月
　

下
旬

プ
レ
ー
ト
取
り
一
え
期
M
9
　

月
中
旬
～
1
2月
下
旬

対
象
地
坡

花
畑
で

八
丁

目
・
南
花
畑
て

五
丁
目
・

東
保
木
閭
て

〒
目
・
保

嬢
町

※
こ
の
作
業
は
区
で
委
託
し
た

棄
者

圧

吸
表
示
係
の
腕
章
を

付
け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
す

。

聞
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

琵
5
0
3
1

住
居
表
示
板
を

破
損
ま
た
は

紛
失
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で
、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
(
町
)

○
丁
目
○
番
○
号
」
の
住
居
表

示
板
i

色
の
プ
レ
ー
ト
)

を

破
損
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
方
に

は
、
新
し
い
表
示
板
を
差
し
あ

げ
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
喪
示
係

魯
罰
5
0
3
1

あ
き
地
の
草
刈
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
き
地
の
雑
草
を
放
置
す
る

と
、
近
所
の
皆
さ
ん
の
迷
悪
に

な
る
ば
か
り
か

。
非
行
の
鳩
や

ゴ
ミ
拾
て
塲
に
な
り
ま
す

。

区
で
は
、
自
分
で
草
刈
り
を

行
う
方
の
た
め
に
、
草
刈
機
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
来
と
貸
し
出
し
方
法
が
変
わ

り
ま
し
た
。

賢
出
し
万
法

区
発
行
の
俾
用

承
穆
I
と
引
き
換
え

貸
出
し
場
所

㈲
丸
和
環
境
技

研
サ
ー
ビ
ス
(
平
野
I
E
2
　
-
1
9
) 崋

自
分
で
草
刈
り
が
で
き
な
い

方
に
は
、
―
平
方
乱
あ
た
り
6
5

円
{

そ
の
ほ
か
に
、
消
費
税
3
%

が
か
か
り
ま
す
}
で
区
に
委

琵
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

瑟
1
1
1
1

㈹

家
庭
用
計
量
器
の

無
料
検
査
と
調
整

家
庭
で
使
用
し
て
い
る
計
量

器
の
無
料
検
査
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
▽
5
月
2
3
日
　

{
火
ご
・
・
娉
入
肝
合
セ
ン
タ
　

ー
▽
5
月
3
0
日
{
火
}
・
・
・
　

助
労
碼
祉
会
館
(
練
濮
プ
ル
　

ミ
エ
内
)
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
4
時

対
象

体
温
計
、
寒
暖
計

、
血

圧
計

、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、ペ
ピ
　

ー
ス
ケ
ー
ル
な
ど
の
家
庭
用
　

計
t
器
(
業
務
用
計
一
器
を
　

除
く
)

主
催

東
京
都
、
東
京
都
計
一
　

協
会

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

一
I
S
5
3
8
5

見
沼
土
地
改
良
区

東
京
出
張
所
の
閉
鎖

5
月
2
9日
を
も
っ
て

、
見
沼

土
地
改
艮
区
東
京
臨
時
出
張
所

足
立
農
協
伊
興
支
店
内
)
が

閉
鎖
し
ま
す
。
ふ
i

の
手
続
き

等
は
浦
和
事
筋
所
と
な
り
ま

す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

農
粟
委
員
会
(
・
‘
劒
5
1
1
　
9
)

ま
た
は
見
沼
土
地
改
艮

区
事
務
局
轌
穆
課
(
魯
〇
4
　
8

覬
9
1
0
8
)

口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

区
民
税
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

特
別
区
民
呎

都
民
呎

国
-

―

吮
料
の
椚

愕
に
口
座
振
讐
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
各
納
弓

』と

に
、
爾
金
口
座
か
ら
自
助
的
に

納
付
さ
れ
ま
す
の
で
。
た
い
へ

ん
儕
利
で
す

。

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る
銀

飄

慣
用
金
庫
、
信
用
組
皸

農
協
の
各
窓
口

※
豐

通

帳

、

通
帳

印

、

各

納

付
魯

盒
i

。

間

合
せ

先

い
ず

れ
も

中
央

本

町

庁

舎

▽
特
別

区

・
都

民

税
・
・・
納
税

踝
蚕
理

保
(
a

鵺

5
1
0
1
)

▽
国

艮

儺
康

保
険
・・・
国

民
傭

康
保

腆

罪
収

納
一

環

蠢
5
1
1

▽
国

民
年

金
・・・
国
民

年

金
藤

保

吮
料

係
(

酋

颱
5
1
6
1
)

掲
示
板

圏
国
際
文
流
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ツ
ト

に
案
庭
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
　

軸
海
外
技
術
者
研
修
協
会
の

外
国
人
研
修
生
と
、
ご
家
庭
で

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
6
月
1
8
旦
旦
、
午
後
　

1
時～
4
時

費
用

無
料

申
込
期
限
5

月
3
1日

申
込
・
問
會
せ
先

末
永

一
I
s
9
1
1
1

主
催

東
京
冓
尓
会
議
所
足
立

区
委
貝
会

後
掻
星
鯰
較
詈
s
県
会
ほ
か

・
さ
つ
き
苗
木
の
`
'
料
配
布

日
時
5

月
2
1日
目
)
、
午
前

1
1時
か
ら

鳩
所

北
千
佳
駅
西
口
広
鳩

{交
番
裏
}

内
容

▽
先
奮
順
に
苗
木
千
9
　

鉢
と
鹿
沼
±
2
㍑
入
り
千

沺

袋

▽
鹿
沼
市
の
物
産
を
展

示
問
合
せ
先

鹿
沼
市
さ
つ
き
祭

実
行
委
員
会

e
0
2
8
9
6
3
2
1
8
8

・

来
煢

新
観
学
卒
者
対
象
の

求
人
説
明
会

日
時
6

月
6
日
(
火
)
。
午
後

2
時
～
4
時

堤
所

産
業
振
興
館

騫
車
で
の
ご
来
鳩
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
暇
業
安

}
旃

・
学
卒
部
門

一
一
眤
1
2
8
?
　

水
遭
局
の
営
業
所
は
本
年

4
月
か
ら
曾
1
2

・
第

4
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
　

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
の
　

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
　

す
。
A
東
京
都
水
道
凡
v

・
さ
つ
き
即
売
会
(
鉢
槽
え
・

肥
料
・
苺
・
鹿
沼
土
な
ど
)

日
時
5
月
1
8
日～
2
0
日
、
午
　

前
9
時～
午
後
5
時

鳩
所

千
倖
中
居
町
公
園

問
合
せ
先
緑
ヶ
丘
膏
成
園
　

e
o
2
8
4
?
5
2
1

・
東
京
都
職
員
採
用
賦
験

‘
次
賦
験
日

マ
ー
類
・
獣
医

・
・
・
?
月
9
日
▽
H
帶
・
・
7
　

月
1
6
日
▽
Ⅲ
類
・
・
-
1
0
月
8
　

日
▽
身
体
障
害
者
・
;
1
1
月
　

5
日

公
告
配
布
と
申
込
▽
I
類
・
　

獣
医
と
n
類
・
:
5
月
下
旬
　～

6
月
上
旬
▽
Ⅲ
類
・
・
・
7
　

月
上
旬～
9
月
上
旬
▽
身
　

体
陣
客
者
・
・
・
8
月
中
甸～
1
0
　

月

上
旬

崋
受

験

賈
愕

募

集
職

種
、

人

数

な
ど

に
つ

い
て

は
、

各
試

験

公
告

を

ご
覧

く
だ

さ

い
。

問
合
せ
先
東
京
都
人
事
餮
員
　

会
事
務
局
試
験
室
試
験
課
　

{
U
S
5
1
1
1
㈹
}
、
テ
レ
ホ
　

ン
サ
ー
ビ
ス
荅
謝
4
8
6
1
)

・
亀
戸
高
等
職
業
技
術
4
鬥
校

技
能
講
甘
会
(
ア
ー
ク
溶
接
)

日
時
▽
6
月
1
・
2
日
、午
　

後
6
時
～
9
時
1
0
分
▽
6
　

月
3
・
4
日
、午
前
9
時
～
午
　

後
5

時
1
5

分
(
4

日

間
)
　

定
a
4
0

人

賢

用
2

千

円

受
付
日
時
5
月
2
2
日
～
2
6
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
6
時
　

問

合
せ

先

曳

戸
高

等
職

業
枝

術
耳

門

校

・
l
即
0
3
4
1
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コンサートを
重ねるごとに上達
「花畑ギターマンドリンクラブ」

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
住
宅
が
建
ち

並
ぶ
公
団
花
畑
団
地
。
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
大
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
結
成
さ
れ
て
い
る
の
が
「
花
畑

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
で

す
。
練
習
は
毎
週
2
回
。
子
育
て

や
勤
め
の
合
間
を
縫
っ
て
集
会
所

に
駆
け
付
け
ま
す
。

6
年
前
に
2
人
の
主
婦
が
始
め

た
同
ク
ラ
ブ
も
現
在
は
2
1大
。
男

性
も
3
名
参
加
し
、
マ
ン
ト
ラ
を

加
え
た
4
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ

て
(
I

モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
。

「
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
楽

器
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
全
く
の

初
心
者
。
そ
れ
が
今
で
は
演
歌
か

ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま

で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
こ
な

し
ま
す
」
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
の
角
田
明
子
さ
ん
(
花
畑
五

丁
目
在
住
)
。住
区
セ
ン
タ
ー
や
敬

翌

气

学
校
の
集
ま
り
か
ら
も
声

が
か
か
り
、
そ
れ
が
練
習
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
「
も
っ
と
上
達
し
た

い
」
と
月
1
回
は
専
門
の
コ
ー
チ

を
招
く
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
は
意
欲

的
。
練
習
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
。な
が
ら

も
、
秋
に
開
く
コ
ン
サ
ー
ト
に
向

け
て
熱
の
入
っ
た
練
習
が
続
き
ま

す
。入

会
希
望
(
ギ
タ
ー
経
験
者
は

特
に
歓
迎
)
の
方
は
黒
崎
恵
美
子

さ
ん
(
　
8
5
9
9
3
3
0
)

ま
で
。

ギターとマンドリンの音合わせは、とても微妙。
コーチの指導で練習にも熱気がみなぎります。

元気に育って
オヤニラミの
赤ちゃん
元渕江公園生物館

ホ
タ
ル
の
公
開
展
示
で
親
し
ま

れ
て
い
る
元
溯
江
公
園
の
生
物
館

に
、
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し

た
。
水
槽
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
た

オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
(
別
名
カ
ワ
メ
バ
ル
)

の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

4
月
1
3日
に
水
槽
の
ガ
ラ
ス
面

に
産
卵
。1
9日
か
ら
2
0日
に
か
け

て
次
々
と
ふ
化
し
た
も
の
で

、
水

槽
で
の
ふ
化
は
全
国
で
も
珍
し
い

ケ
ー
ス
と
か
。
生
ま
れ
た
時
は
6

～
7
い
だ
っ
た
体
長
も
。
―
巧
を

超
え
ま
し
た
。
見
学
の
子
供
た
ち

も
「
元
気
に
育
っ
て
」
と
見
守
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
生
物
館
で
は
、
目
の

ま
わ
り
が
青
く
光
る
ラ
ン
プ
ア
イ

や
区
内
の
川
で
補
獲
さ
れ
た
ナ
マ

ズ
な
ど
2
5種
の
魚
類
を
展
示
(
季

節
で
変
わ
り
ま
す
)
。

ま
た
、
広
い
園
内
に
は
6
月
上

旬
に
ホ
タ
ル
が
楽
し
め
る
ド
ー

ム
、ク
ジ
ャ
ク
の
い
る
小
鳥
小
屋
、

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
つ
り
池
な

ど
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
オ
ア

シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
隣
り
の
保
木
間
緑
道
は
、

現
在
工
事
中
。
将
来
は
、
魚
を
な

が
め
な
が
ら
歩
く
こ
と
の
で
き
る

散
歩
道
に
変
身
し
ま
す
。

元
渕
江
公
園
生
物
館
(
保
木
間
2
　

-
1
7
)
…
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
開
館
(
月
曜
日
休
館
)
、
入
場

無
料
、
竹
ノ
塚
駅
東
口
か
ら
東

武
バ
ス
花
畑
団
地
行

保
木
間

仲
通
り
下
車
徒
歩
3
分

工

事
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◎
下
水
道
工
事

神
明
南
丁
二
丁
目
・
辰
沼
二

丁
目
付
近
(
～
6
月
)
、神
明
南

L
一
丁
目
・
辰
沼
二
丁
目
付
近

(～
2
年
3
月
)
、
六
木
一
・
ニ
・

T
R
付
近
で
8

月
)
。
南
花
畑

四
丁
目
付
近
(
～
2
牟
3
月
)

◎
親
水
緑
道
工
事

保
木
間
親
水
緑
道
(
元
溯
江
公

園
内
、
～
1
2月
)

古
代
ロ
マ
ン
を

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

伊

興

遺

跡

の

展

示

・

東

陽

寺

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
発
掘
な
ど
で

世
は
ま
さ
に
古
代
史
ブ
ー
ム
。
区

で
も
、
今
年
度
、
伊
具
遺
跡
の
本

格
的
な
発
掘
を
行
い
ま
す
。
そ
ん

な
な
か
、
講
談
や
歌
舞
伎
で
有
名

な
塩
原
太
助
の
墓
″
あ
6
東
陽
持

二
伊
興
町
狭
間
8
8
7
)ヱ

器
や
勾

玉
な
ど
伊
具
遺
跡
の
遺
物
約
1
0
0点

が
展
示
さ
れ
、
無
料
で
観
覧
で
き

ま
す
。

「
兄
(
故
西
垣
隆

雄
氏
)
が
遺
物
の
収

集
に
熱
心
で
、
子
供

の
こ
ろ
一
緒
に
近
所

に
拾
い
に
行
き
ま
し

た
。大
部
分
は
現
在
、

郷
土
博
物
館
に
寄

託
、
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
部
を

遺
物
が
出
た
地
元
の

み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
、
寺
の
書
院
に
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
作
っ
た
の
で
す
」
と
西
垣
さ
ん
。

伊
興
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
に
か
け
て
の
住
居
跡
を

含
む
遺
跡
や
遺
物
が
多
く
発
見
さ

れ
、
特
に
お
祭
り
関
係
の
物
は
、

全
国
屈
指
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
辺
は
、
魚
や
米
が
豊
か

な
所
だ
っ
た
の
で
大
き
な
集
落
が

で
き
た
ん
だ
と
J
扣
呟
す
。
こ
'
」

で
も
朝
鮮
系
の
大
壺
を
展
示
し

て
い
ま
す
が
、
き
っ
と
力
を
持
っ

た
立
派
な
人
物
が
い
た
ん
で
し
ょ

う
ね
」
と
西
垣
さ
ん
は
古
代
へ
の

夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

先
住
区
民
の
遺
物
を
み
な
さ
ん

も
身
近
で
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

展示された遺物の前で
古代ロマンを語る西垣さん

開 通
! !

●
ふ
れ
あ
い
橋

4
月
8
日
、
舎
人
四
丁
目
の
毛

長
琲
に
自
転
車
、
歩
行
者
専
用
の

「
ふ
れ
あ
い
橋
」
(長
さ
2
4
8
㍍
、

幅
2
.
8び)
が
完
成
。
毛
畏
川
に
よ

り
二
分
さ
れ
て
い
た
舎
人
四
丁
目

を
一
つ
に
つ
な
ぐ
、
ふ
れ
あ
い
の

か
け
橘
の
誕
生
で
す
。

欄干を和風にした「ふれあい橋」

●
補
助
1
0
0
号
線

4
月
5
日
、
補
助
川
号
線
(
通

称
尾
竹
橋
通
り
)
が
、
全
線
開
通

し
ま
し
た
。
道
路
幅
平
均
靱

气

延
長
9
.
6㌔
㍍
。
計
画
か
ら
4
3年
を

経
て
全
面
開
通
し
た
も
の
で
す
。

首
都
の
新
し
い
北
の
玄
関
口
と
し

て
、
道
路
交
通
、
流
通
経
済
、
ま

ち
づ
く
り
の
発
展
な
ど
、
大
き
な

役
割
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
補
助
2
5
8号

ア
ン
ダ
ー
パ
ス

東
武
線
の
西
新
井
・
竹
ノ
塚
駅

閊
と
補
助
壁

贏

の
交
差
部
分
で

進
め
ら
れ
て
い
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

エ
事
の
歩
道
部
分
が
完
成
し
、
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
車
道
部
分
は
、
平
成
2

年
4
月
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す

。

工

事

情

報

◎
下
水
道
工
窶

西
新
井
一
・
二
丁
目
付
近
で

ぃ

月
)

環状7 号線

「五色桜」が
絵本になったよ
東部区民福祉センター
「絵本教室」

懊
れ
な
い
版
画
や
製
本
に
取
り

組
ん
で
1
年
。
東
部
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
絵
本
教
芦

の
受
講
生
2
0

人
が
絵
本
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。タ
イ
ト
ル
は
「
海
を
渡
る
桜
」
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔

に
贈
ら
れ
た
。
江
北
五
色
桜
の
お

話
で
す
。

「
自
分
自
身
の
手
で
作
っ
た
絵

本
が
で
き
た
の
が
な
に
よ
り
う
れ

し
い
」(
後
藤
陽
子
さ
ん
)

「
子
ど
も
の
言
葉
で
物
語
を
作
る

こ
と
の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
」

(沢
渡
幸
枝
さ
ん
)

と
感
想
も
さ
ま
ざ
ま
。

今
年
度
は
五
色
桜
シ
リ
ー
ズ
の

第
2
弾

。
資
料
集
め
、
物
語
の
構

成
、
原
画
づ
く
り
に
も
挑
戦
す
る

予
定
で
す
。

絵
本
づ
く
り
や
版
画
に
関
心
の

あ
る
方
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正
午

場
所
・
問
合
せ
先

東
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ

ー
　
0
5
　

7
1
0
1
　

※
な
お
、

こ
の
絵
本

は
、
中
央
図

書
館
、
情
報

公
開
課
(
本

庁
舎
・
中
央

本
町
庁
舎
)

で
閲
覧
で
き

ま
す
。

今年も絵本作りに意欲まんまん

まちを歩く( 2)

4, 000本の
しょうぶが咲く
しょうぶ沼公園

地
下
鉄
北
綾
瀬
駅
を
降
り
る
と

目
の
前
が
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
で

す
。2
万
8

千
卩

余
り
の
広
さ

で
、
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
ま

す
。
中
で
も
、6
月
上
旬
に
は
、

こ
の
公
園
の
名
称
と
も
な
っ
て
い

る
し
ょ
う
ぶ
が
約
4
0種
4
千
本
が

紫
、
黄
、白
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
中
居
堀
の
流
路

に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
中
居
堀

は
、
旧
綾
瀬
川
筋
の
垳
川
か
ら
南

下
し
、
現
在
の
東
綾
瀬
三
丁
目
で

ほ
か
の
堀
に
合
流
し
て
い
ま
し

た
。区

で
は
、
現
在
こ
の
中
居
堀
を

親
水
水
路
と
し
て
整
備
し
て
い
ま

す
。
し
ょ
う
ぷ
沼
で
も
、
関
連
工

事
が
進
行
中
。
し
ょ
う
ぶ
は
例
年

ど
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

4, 000本のしょうぷが咲く( 写真は昨年)
工
事
情

報

◎
親
水
緑
道
工
事

中
居
堀
親
水
緑
道
(
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
内
、～
1
2
月
)

▲
日
光
街
道
▼

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

2
つ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
除
幕

本
木
二
丁
昆

の
道
路
で
、4

月
2
2日
地
域
の
小
宇
里
な
ど
約
沺

人
が
参
加
し
て
、
ま
ち
の
シ
ン
ポ

ル
と
な
る
2
つ

の
ブ
ロ
ン
ズ
像

の
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は

昨
年
3

月
。
幅

を
2
.
7封
か
ら
4

び
に
広
げ
、
カ

ラ
ー
舗
装
の
し

や
れ
た
通
り
に

衣
替
え
。
こ
れ

を
き
っ

か
け

に
、
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
を
つ
く

ろ
う
と
、
地
元

の
中
曽
根
町
会

が
彫
刻
を
取
り

付
け
ま
し
た
。

像
は
「
ひ
と
り
立
ち
」
と
「
永

遠
な
る
少
女
」。
「
ひ
と
り
立
ち
」

は
高
さ
1
1
0气

男
の
子
が
足
を
開

き
、
両
手
を
後
ろ
に
回
し
て
遠
く

を
見
つ
め
て
い
る
も
の
。「
永
遠
な

る
少
女
」
は
高
さ
珊

ぞ

、
女
の

子
が
腕
を
振
り
上
げ
元
気
に
歩
い

て
い
ま
す
。

区
の
「
公
益
僂
託
あ
だ
ち
ま
ち

づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」
の
助
成
金
を

受
け
て
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
購
入
。

台
座
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
セ
メ
ン

ト
や
タ
イ
ル
な
ど
材
料
を
持
ち
寄

っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

堀
内
中
曽
根
町
会
長
は
あ
い
さ

つ
で
、「
こ
の
彫
刻
は
永
遠
に
子
供

の
ま
ま
。
地
域
の
子
供
さ
ん
を
見

守
る
気
持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

多くの子供たちが除幕式に集まりました

ご 利 用 く だ さ い

地域での
子 育 て相談

子
育
て
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。中

部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
5

月
9
日
か
ら
「
子
育
て
相
談
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。毎
週
火
曜
日

、

午
前
1
0時
か
ら
1
1時
3
0分
ま
で
。

中
央
本
町
保
健
相
談
所
の
保
健
婦

も
月
1
回
第
3
火
曜
日
に
相
談
に

協
力
し
ま
す
。

理
屈
で
子
育
て
は
わ
か
っ
て
い

て
も
、子
供
の
成
長
は
千
差
万
別

。

そ
の
時
そ
の
時
で
対
応
は
む
ず
か

し
い
も
の
で
す
。こ
の
相
談
で
は
、

実
践
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
幼
児
の
場
合
、
開
放
的
な
雰

囲
気
の
中
で
子
供
と
い
っ
し
ょ
に

遊
ぴ
な
が
ら
、
子
育
て
の
悩
み
を

聞
い
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
は
地
域
環
境
と

も
関
係
が
深
く
、
そ
の
実
情
を
よ

く
把
握
し
た
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
幼
児
期
の
心
と

体
、
子
供
の
遊
ば
せ
方
か
ら
小
・

中
学
生
の
放
課
後
の
生
活
ま
で
幅

広
く
受
け
付
け
。
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
8
9
4
6
6
1

実践的な子育て相談です

工

事

情

報

◎
下
水
道
工
事

扇
二
丁
目
付
近
士
Z

年
t

月
)
、
奥
野
二
丁
目
付
近
(
～
2

年
2
月
)
、両
断
井
本
町
一
丁
日

付

丘
(
～
2
嘔
3
旦


